
令和2年4月吉日発行

こひつじ新聞

4 月号

TEL 043-207-5599

FAX 043-207-5598

こひつじ園新聞部

今月のつぶやき・・・

‐ささやかに春。来て・見て・発見‐

ピンク色のツツジが可憐な色合いで本格的な春の訪れを伝えてくれるこの頃ですが、新聞やテレビで
は連日新型コロナウイルスのニュースが取り上げられ、皆様も憂鬱な毎日を過ごしておられるのではな
いでしょうか。
ドイツの詩人カール・ブッセの作品に「山のあなた」という詩があります。“満たされない不満の多

い現実で「一山超えれば幸せになる」と言われ努力して超えてみても、そこに幸せはなく、涙にくれる
毎日だった。しかし、もう一つ山を越えればなにか幸せが見えてくるような気がする。あきらめず、頑
張りすぎず、前を向いて生きていきましょう”という内容で、まさにコロナウイルスと戦っている私た
ちの思いに通じるものがありますね。
リーマンショック時、私は炊き出しを行いました。自宅駐車場にホームレスの皆さんが集まり近所の

方々は足早に通り過ぎていきましたが、私は彼らに「人生どんな状態になっても支える人がいる。だか
ら安心して頑張るんだよ、世の中は捨てたものじゃないよ。」と伝えたかったのです。
ひょんなご縁から始まった私とこひつじ園の関わり。今年度も全力で取り組んでまいりますので、ご

支援のほど宜しくお願い申し上げます。

林理事長

昨今、新型コロナウイルス対応にて行事や外出など
自粛しております。また、オリンピック延期と明る
いニュースが少なく気分が落ち気味ですが、こひつ
じ園では、今だから出来る事を利用者様に楽しんで
いただくべく、様々な取り組みをして参ります。こ
の新聞が1つの手段となれば幸いです。

～今月の記事～

・当園職員が千葉県介護の未来案内人！
・NHKのテレビ取材
・コロナウィルスを持ち込まない！

～ こひつじ園の取り組み ～

・ピザ＆たこ焼き ～ デイサービスだより～

・教育研修室のご紹介
・こひつじ農園通信
・今月の職員
・知っトク！ご近所アレ・コレ

勝山施設長

創刊号

（写真） こひつじ園の庭から。桜の木
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こひつじ農園通信

～NHK首都圏ネットワーク～
放送日4/10 18：10～

私達と一緒に働きませんか？
職員・ボランティアさん募集中

皆様のご希望にそえるようご利用者お一人お一人が長い生涯
に少しでも「幸せ」を感じていただける、「ゆとりある生活
の場を」と、取り組んで居ります。また、介護技術だけでな
く、「笑顔」「挨拶」「言葉遣い」から質の高いコミュニ
ケーション、チームワークを大切にした施設づくりを目指し
て参ります。

はじめまして、社会福祉法人初穂会です。

“ご近所アレ・コレ

介護資格,こどもの学習支援 等

コロナウィルスを持ち込まない！ ピザ＆たこ焼き ～こひつじデイサービス～

中庭に、こひつじ農園が令和元年11月にオープンいたしました。
稲毛こひつじ園での農業体験場です。職員・利用者様・地域の
方等、いろいろな方が参加されています。小規模ですが、これ
から皆さんで共に育てていきましょう。

私が、稲毛こひつじ園に来て、早いもので１０カ月が過
ぎました。介護は、きつい・汚い・苦しいと言われます
が、スタッフは皆、一生懸命に利用者様の支援をしてお
ります。コロナ問題が終焉を迎えた際には、地域の皆様
にも園にお越しいただき、地域一丸となって盛り上げて
いきたいと思いますので、ご協力を今後ともよろしくお
願いいたします。 教育研修室室長 高岡健一

今月の職員 タイン 職員
（ベトナム出身）

質の高いケアには、職員教育が大切

～ 春の収穫 ～
4月からし菜・小松菜

はつか大根・水菜

こひつじ園では、職員の教育研修室があ
ります。定期的に学習を行うことで、入
居者様に質の高いケアを提供することに
努めています。
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テレビ取材を受けました！

ご紹介 ～飯野三紀子～
自分らしさをあきらめない人生をサポートするこ
とをコンセプトに幅広い活動をされています。
・一般社団法人介護離職防止対策促進機構 理事
・ココロとカラダのケアラボ 主宰 ほか

～小さな春お届け～

～教育研修室 室長より～

“行ってみたい！聞いてみたい等、
☎ 043-207-5536 原田・半澤迄

いいね。稲毛

特別養護老人ホーム
稲毛こひつじ園

ほっとスペース
稲毛ペコリーノ

～地域に根差した福祉活動～
～介護資格・こどもの学習など～

こひつじデイ異文化交流！アフガニスタンの生活講座と手
作りピザ編。日本から遠く離れたの母国は、どんなとこ
ろ？おやつレクでは、３分クッキングのように定点カメラ
で調理している所をテレビで映したりお手伝いできるとこ
ろは利用者様にも参加して頂きました！

-千葉市感染症対策課-
市民向け相談窓口 ☎238-9966
9:00～17:00（土·日·祝含む）

中央区中央4-10-16
千葉都市モノレール
県庁駅より徒歩3分
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森田知事・マイ職員

介護福祉士国家試
験に見事合格！

法律も難しいけど、
カタカナが大変
次は、喀痰吸引の
勉強をしたい。
日本に来ているベ
トナムのみんなに
生活面でいろいろ
教えてあげたい。

※母国の看護短期大学を卒業後、経済連携協定
EPA介護職員として来日しました。

☎ 043-207-5599 採用係まで お気軽にどうぞ。

知っトク‼

勤務前の検温 感染予防カーテン

空気除菌

こひつじ園では、さまざま
な取り組みでウィルス対策
を行っています。

稲毛区萩台町380-2 ☎043-207-5599

特別養護老人ホーム・ショートステイ・デイサービス・居宅介護支援事業所

※福祉・介護のことは、お気軽にお問合せください。

稲毛区小仲台2-12-2
シオンビル2階 ☎ 043-306-8520

はじめます。こひつじ新聞。

原木にエノキ・シイタケの
植菌作業中↑

今月のおすすめ読書

今月の一冊は、夏目漱石「私の個人主義」
を、紹介します。
学習院大学での講演の内容を説明したもの
で、昨今の個人主義とは違う、漱石独自の
個人主義の概念を紹介した一冊、現代の組
織責任者等、持つ者の責任の重大さを痛感
させる内容です。
次回は、林隆春著「外国人労働者活用術」
（幻冬舎）をご紹介いたします。

フードバンクでは、まだ食べることができるのに
さまざまな理由で廃棄されてしまう食品・食材を
企業や家庭などから引き取り、食べ物を施設や団
体等へ、無償で届ける活動をしています。

□保存食品（缶詰・瓶詰等）□調味料各種、食用油
□穀類（麺類・小麦粉等）□ギフトパック（お歳暮等）
□インスタント・レトルト食品 他

★お願い
① 賞味期限が明記されているもの
② 常温で保存が可能なもの
③ 破損で中身が出ていないもの

受取りに上がります。☎ 043-207-5599 フードバンク担当係


